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岩内東小学校長 齊 藤 信 之

新元号の発表とともに迎えた新学期。新しい時代に思いを馳せ、いつにも増して期待と

希望を大きく膨らませての船出となりました。子どもたちの無限の可能性を引き出す学校

の一年が始まりました。

入学したばかりの新１年生も少しずつ学校に慣れ、自分らしさを表出させて元気に学校

の毎日を楽しんでいます。また、それぞれに進級した子たちも、新しい教室や新しい先生

など、たくさんの新しい風に乗って、より高く、より遠くへ飛び立とうと力強く羽ばたき

始めているところです。子どもたちの今の前向きな気持ちを大切に「チーム東小」として

教職員一同、力を合わせて進んでいきます。

着任式、始業式、入学式と続いた初日は、あわただしくも充実した一日となりました。

始業式で初めて聞かせてもらった校歌は、子どもたちがとても素敵な歌声で届けてくれた

ので、歌詞がいちだんと際立ちました。校歌をのびのびと元気に歌いあげる子どもたちの

姿が、新しい学校への不安を拭い去り、大きな勇気を与えてくれました。

新学期のスタートにあたり、子どもたちには「なりたい自分に向かって歩み続ける一年

にしよう」と次のような話をしました。

皆さんの口からは、いろいろな言葉が出ますね。言葉には、プラスの言葉とマイナスの

言葉があります。「めんどくさい」「どうせできない」などはマイナスの言葉です。マイナス

の言葉をたくさん言っていると、だんだんその言葉が言っている人の心に染み付いてしまい

ます。どうしてかというと、その言葉を一番近くで、一番最初に大きく聞くのは、自分自身

だからです。自分の言葉で自分が傷ついていくのです。

反対にプラスの言葉は、人の心を明るく元気にしていきます。口とプラスを合わせると

「叶」という字になります。この字は「夢が叶う」の「かなう」です。口にするプラスの言

葉は、いつか叶うのです。みんなにはプラスの言葉をたくさん言ってほしいと思います。み

んなが明るく元気に過ごし、一人一人の夢を叶えていく東小学校の一年をつくっていきまし

ょう。

日々、成長の階段を上る子どもたちも、その子たちを支え導く私たち教職員も、ともに

目標に向かって毎日の頑張りを少しずつ貯めていく前向きで、活気ある学校づくりを進め

たいと思います。学校の「校」の字は、「人々が交わる建物」を表します。保護者、地域の

皆さんといろいろな思いを交え、子どもたちのための協働を進める一年にしたいと思います。

本年度も、どうぞよろしくお願いいたします。

教 育 目 標

『明るく伸びる子』
○考える子 ○助け合う子 ○やりぬく子
○じょうぶな子

【めざす子ども像】
豊かな心で自ら学びたくましく生き抜く子


